
甘
楽
の
農
産
物
シ
リ
ー
ズ
③

玉
ネ
ギ

■
に
こ
に
こ
甘
楽　

（
６
７
）
７
６
５
５

　

健
康
課
保
健
係　

内
線
６
３
１
・
６
３
２

管
理
栄
養
士
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス 　
　
　
　
　
　
　

　

小
幡
駐
在
所
の
布
施
で
す
。

　

梅
雨
時
は
「
交
通
事
故
が
多

発
す
る
時
期
」
で
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
終

わ
り
、行
楽
シ
ー
ズ
ン
も
一
段
落
、

交
通
事
故
も
減
少
す
る
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
こ
の
時
期
特

有
の
交
通
事
故
が
発
生
し
や
す

い
の
で
す
。

交
通
事
故
が
多
発
す
る
要
因

❶    

雨
に
よ
る
視
界
不
良
（
雨
や

ガ
ラ
ス
の
汚
れ
、
ワ
イ
パ
ー

使
用
に
よ
り
視
界
が
妨
げ
ら

れ
る
）

❷ 

水
た
ま
り
な
ど
に
よ
る
路
面

の
悪
化
（
乾
燥
時
よ
り
ス

リ
ッ
プ
し
や
す
い
状
態
に
な

る
）

❸ 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
理
的
不
安

（
視
界
不
良
や
雨
音
な
ど
に

よ
る
集
中
力
の
低
下
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め

の
注
意
点

❶ 

車
の
事
前
チ
ェ
ッ
ク
で
運
転

し
や
す
い
環
境
作
り
を
（
ガ

ラ
ス
、
ワ
イ
パ
ー
な
ど
の
確

認
）

❷ 

安
全
速
度
と
タ
イ
ヤ
の
整
備

を
（
乾
燥
時
よ
り
も
低
速
走

行
で
タ
イ
ヤ
の
溝
の
事
前

チ
ェ
ッ
ク
）

❸ 

普
段
よ
り
増
し
た
集
中
運
転

を
（
ハ
ン
ド
ル
を
し
っ
か
り

握
り
、
周
囲
へ
の
注
意
を
怠

ら
な
い
）

◆ 「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
で

す
の
で
、
長
雨
に
な
る
前
に

し
っ
か
り
と
し
た
チ
ェ
ッ
ク

と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
そ
し
て
、

雨
の
運
転
で
も
集
中
で
き
る

環
境
を
整
え
、
安
全
運
転
を

心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

小幡駐在所
布施　隆さん

連載
№108

 

旬
と
選
び
方

　

甘
楽
町
の
玉
ネ
ギ
は
県
内
2

位
の
生
産
量
で
す
。
出
荷
時
期

は
５
月
〜
８
月
で
す
。
玉
ネ
ギ

は
茎
菜
類
に
分
類
さ
れ
る
の
で
、

茎
の
部
分
を
食
べ
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
玉
ネ

ギ
の
選
び
方
は

皮
に
傷
が
な
く

艶
が
あ
り
、
球

体
に
近
い
も
の

が
良
い
で
す
。

 

新
玉
ネ
ギ
と
の
違
い

　

春
に
出
回
る
新
玉
ネ
ギ
と
茶

色
の
玉
ネ
ギ
に
品
種
の
違
い
は

な
く
、
茶
色
の
玉
ネ
ギ
は
保
存

性
を
高
め
る
た
め
に
１
カ
月
ほ

ど
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
出
荷
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
新
玉
ネ
ギ
は

収
穫
後
す
ぐ
に
出
荷
す
る
の
で

水
分
が
多
く
て
柔
ら
か
く
、
生

で
も
辛
み
が
少
な
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
含
ま
れ
る
栄

養
素
の
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

玉
ネ
ギ
の
栄
養
成
分
を
効
率
よ

く
摂
る
た
め
に
は
、
生
食
が
望

ま
し
い
た
め
、
新
玉
ネ
ギ
が
お

す
す
め
で
す
。

 

辛
み
成
分
は
硫
化
化
合
物

　

玉
ネ
ギ
の
刺
激
臭
や
辛
み
の

原
因
は
、
硫
化
化
合
物
で
す
。

玉
ネ
ギ
の
硫
化
化
合
物
に
は
抗

血
栓
作
用
や
血
圧
低
下
作
用
、

血
糖
低
下
作
用
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
硫
化
化
合
物
は

水
溶
性
の
た
め
、
水
に
さ
ら
す

と
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

生
で
食
べ
る
と
き
に
辛
み
が

気
に
な
る
場
合
は
、
電
子
レ
ン

ジ
で
数
十
秒
〜
数
分
温
め
る
と

辛
み
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
切
っ
て
か
ら
20
分
以
上
空

気
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
で
、
熱

を
加
え
て
も
壊
れ
に
く
く
な
り

ま
す
。調
理
を
す
る
と
き
に
は
、

最
初
に
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

梅
雨
時
の

交
通
事
故
防
止
！

材料（茶碗５杯分）
米 ２合
玉ネギ 中１個
しょうが 20g
かつお節パック 2袋（５g）
しょうゆ 小さじ１
塩 ひとつまみ
ごま 少々

【１人分239kcal  食塩相当量：0.3g】

■作り方
❶ 玉ネギは皮をむいて薄切りにする。しょうがはみじん
切りにする。

❷ 米をとぎ、通常の量の水を入れる。
❸ 炊飯器に①とかつお節を入れて通常通り炊く。
❹ 炊き上がったら全体を混ぜ、しょうゆと塩で味を整え
る。
❺ 茶碗に盛り、ごまを振りかける。

レシピ
紹介

炊飯器にお任せで玉ネギがとろっと
甘く仕上がります。

玉ネギご飯

しょうがとかつお節の
シンプルな味付け
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NEW▶▶▶ 図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
（70）4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

▶ 今年もつくりました！読書通帳

［　お誕生おめでとう　］
氏　名 保護者 区 大　字

瀬間 日
ひ の り

乃莉 優　介 15 福　島

齋藤　　詩
うた

駿 20-1 福　島

小田島 彩
あや の

乃 基　之 27 造　石

◎お名前は常用漢字・現代かなを使用させていた
だきます。
◎戸籍の欄に掲載を希望されない人は届出の際に
窓口にお申し出ください。

  4月16日～
  5月15日届出

（敬称略）

世
帯

5,030
(+10)

人
口
13,167
(△18)

男 6,525
(△7)

女 6,642
(△11)

4月30日現在
（前月末比）

　30冊読んで、記録して、
「ちょっぴりプレゼント」と交
換しましょう！何がもらえる
かは、お・た・の・し・み♪

［　お悔やみ申し上げます　］
氏　名 年齢 届出人 区 大　字

中山　里一 86 浩　司 １ 小　幡

髙麗　花子 92 高麗今朝雄 ６ 国　峰

髙橋　和子 66 正　行 ７ 善慶寺

宇佐美 ツネ 96 宮　一 12 秋　畑

山田　 子 82 勉 15 福　島

岩瀬　榮子 86 竹内貴雄 19 小　川

井上　順一 85 和　彦 20-1 福　島

時澤　和市 86 一　郎 25 天　引

八木　征男 77 ミヱ子 26 金　井

▶お知らせ
【６月の休館日】
３日（月）、10日（月）、17日（月）、24日（月）

先月号の訂正
広報かんら５月号P10・11「町の事務機講
と所属職員」は、「町の事務機構と所属職員」
の誤りです。お詫びして訂正します。

１　バムとケロのおかいもの　島田 ゆか 作
２　国旗と地図　フレーベル館
３　アンパンマンをさがせ！BLUE　やなせ たかし 原作
４　だるまさんと　かがくい ひろし 作
５　おまえうまそうだな　宮西 達也 作絵

▶ 平成30年度多くの人に読まれた本
（貸出ベストリーダー）

１　かがみの孤城　辻村 深月 著
２　蜜蜂と遠雷　恩田 陸 著
３　魔力の胎動　東野 圭吾 著
４　やめてみた。わたなべ ぽん 著
５　おらおらでひとりいぐも　若竹 千佐子 著

一般書

児童書

ポ
ル
シ
ェ
太
郎

羽
田 

圭
介 

著
／
河
出
書
房

新
社

心
音

乾 
ル
カ 

著
／
光
文
社

芥川賞作家の超話題作。 心臓移植手術を受けた少女
の人間ドラマ。

思
わ
ず
考
え
ち
ゃ
う

ヨ
シ
タ
ケ 

シ
ン
ス
ケ 

著
／

新
潮
社

お
い
し
い
お
は
な
し

子
ど
も
の
物
語
と
レ
シ
ピ
の
本

本
と
ご
ち
そ
う
研
究
室 

著
／

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社

おなじみ絵本作家の初エッ
セイ集。

おはなしにまつわる40の
レシピ。

鹿
の
王　

水
底
の
橋

上
橋 

菜
穂
子 

著
／

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

き
ょ
う  

な
に
し
て
た
？

は
ま
の 

ゆ
か 

作
／
あ
か
ね
書

房

『鹿の王』の、その先を描
いた命の物語。

いちにちを、あたたかく
えがいた絵本。
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